
　

都道府県名 事業実施主体

計画期間 評価責任者

その他の事業

中間目標値の実現状況に関する評価

3 1

R8

地域再生計画名

達成状況

指標
総数

達成
数

〇

　　 有りの場合の増減額　　　　　　　　　　　　千円

993人 R3 1,097人 R6 737人

テーマ型コミュニティの創出に向けてイベントを企画し、都市住民との地域間交流創出を図り、地域の文化の保護・継承に向けた支援、観光振興による文化財保全の仕組みや無形
文化体験をとうした旅行商品化に取り組んでいる。

路線ごとの事業実施状況については目標を達成できていない路線があるが、計画路線全体でみると計画延長は達成されている。今後、物価高等により施工延長の短縮が考えら
れることから、施工方法等の見直しを行い、計画延長の目標を達成させたい。

事業の進捗状況に関する評価

市道・林道を整備することにより、観光地等へのアクセス時間を改善したこと並びに、新型コロナウイル
スの終息に伴う観光客の回復もあり、最終目標値も達成している。各路線の改良を進め、宿泊者数の更な
る増加を目指す。

R6 55,804人 55,000人

③評価方法 地域再生計画評価委員会による、中間目標値の実現状況に関する評価・検討

計画外で独自に実施した
事業

森林環境保全整備事業 スマート林業プロジェクト

④中間評価の公表方法 市及び町のホームページに掲載

⑤計画全体の総合評価

本地域再生計画では、地域の課題を解決するため、必要なインフラである市町道・林道を地方創生道整備推進交付金により一体的に整備することにより、林業・農業・観光業のネットワーク化を構築し、恵まれた風土の保全と活用による滞在型
観光を一層推進するとともに、地域の基幹を成す農林業を活性化させることで地域の再生を図る。また、地域住民が、地域特質や資源を活かしたまちづくりに積極的に「参画」し、安心していつまでも住み続けたくなるまちを目指すとともに、
訪れる人が幾度となく足を運びたくなるまちづくりを進め、地域の恒久的な発展を目指している。
数値目標とした3つの指標については、概ね計画通り達成できているが、現場条件等が厳しい箇所が多く、近年の物価高騰もあり、整備延長の進捗が悪いことから、早期に効果が発揮できるよう施工箇所・施工方法等の再検討を実施し、次年度
より効果の発言が高い箇所から先行して施工を行い、最終目標達成を目指す。

本地域再生計画では、必要なインフラである市町道・林道を一体的に整備することにより、林業・農業・観光業のネットワーク化を構築し、恵まれた風土の保全と活用による滞在型観光を一層推進させるとともに、地域の
基幹を成す農林業を活性化させることで地域の再生を目指す。また、地域住民が、地域特質や資源を活かしたまちづくりに積極的に「参画」し、安心していつまでも住み続けたくなるまちを目指すとともに、訪れる人が幾
度となく足を運びたくなるまちづくりを進め、地域の恒久的な発展を目指す。
引き続き地方創生道整備推進交付金を活用し、林道並びにそれに通じる市町道の整備改良を施工箇所・施工方法を見直しながら実施して最終目標値の達成を目指して取り組んでいく。

　　 地域再生計画の見直し  (　　有　・　　無     ) 近年の物価高騰等により、事業延長の進捗に遅れが生じていることから、施工箇所・施工方法等の再検討を行うとともに、事業期間を2年延伸する。

     令和８年度予算要望額への反映　(　有　・　　無  )

⑦今後の方針等に対する
対応

⑥今後の方針等

中間評価結果の反映状況 有りの場合その具体的内容

集落支援活動及び定住交流事業
集落支援包括事業、移住定住交流事
業、社長塾(定住事業)

集落が自主的に取り組む道路の維持管理等の支援を実施する。また、移住希望者に定住促進を図るためHP等で情報発信し、相談対応を行っている。全国各地より興味を持つ参
加者を集め実際の社長等に起業のノウハウを教わり開業を目指す取り組みを行っている。

林業生産等支援事業
農村漁村未来創造事業

小規模林地で行う間伐及び更新伐の実施に要する経費及び気象害等による被害森林で行う搬出間伐等きめ細かく対応し、木材自給率の向上と県産材の安定供給を図る。また、
機械化が進んでいない林業現場でドローン等で作業の効率化・省力化を図りつつ、林業生産活動の継続と森林整備の推進に努める。

次世代通信技術やIoT・AIといった最先端を駆使しつつ、「森林リサイクルの確立」を図り、県産材の更なる増産と多様な担い手の育成・定着に林業の成長を進めている。

体験型観光交流メニューの充実
吉野川ラフティング、井川スキー場腕
山、農林漁家民宿体験　他

吉野川の激流や祖谷渓の美しい景色・澄みきった空等を体感してもらい、自然美豊かな地域をアピールしている。また、近隣周辺観光施設への誘客を図ることにより、都市との交
流を活性化させ、徳島県の三好市と東みよし町を体験してもらっている。

文化イベント事業
いけだ阿波おどり、四国酒まつり、妖
怪まつり

林道整備 14.247km 5.937km 9.933km

特別措置を適用して行う
事業

市町道整備 4.85km 2.913km

目標３
市町観光地点

延べ宿泊者数の増加
37,518人 R3 47,000人

②事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

計画
中間年度
（R6）

中間評価

最終実績
見込み

4,738km

近年の物価高等により単年の施工延長が伸びず、全体的に整備延長が伸びていない。今後も物価高の継続が見込まれることから、整備延長の見直しが必要

×
林道の改良整備やそれに通じる市道整備等を実施しているものの、目標値には達していない、しかし、対
象各路線の沿線では、伐採等が活発に行われていることから、整備の一定の効果はでているものと考えら
れることから、林道等の改良整備を継続し最終目標値の達成を目指す。

1,200人 R8 ×
市道・林道を整備することにより、産地から農産物直売所への農産物の輸送時間を短縮し効率的生産性の
高い農業の促進を目指していたが、目標の達成には至らなかった。引き続き林道等の改良整備を行い会員
数の増加を目指す。

基準年度

最終目標値

森林整備の促進
年間素材生産量の増加

151,000m3 197,000m3R3

地域再生計画の目標
基準値 中間目標値

R6160,000m3

農産物等直売所への
延べ会員者数の増加

目標２

基準年度 年度 中間実績

R8

地域再生計画（地方創生道整備推進交付金）中間評価調書

徳島県 徳島県、三好市、東みよし町 地域資源を活かし、未来へつなぐ持続可能なまちづくり

令和４年度～令和８年度 三好市建設部長　小松輝夫

目標１ 178,500m3

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況


